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春章について 第二章・「婦女風俗十二ヶ月図」の位相 第一節・研究作品について 第二節・先行研究
による指摘 第三章・一月、三月の図の検討 第一節・一月の図について 第二節・三月の図について 第






















































    
 
は非常に難易度が高かったにも関わらず、説得力のある成果を上げた。 
 このような研究は模写・研究・修復という三位一体の研究であり、それぞれの能力の質が大切になる。
本研究はその中でも群を抜く質の高さが最大の成果を上げている。消失してしまった欠損部の復元をし
「婦女風俗十二ヶ月図」を再現したことにより、江戸時代の日本の芸術性の高さが実感でき、相反する雅
俗の両立という点にまで言及することが可能になった。欠損した肉筆浮世絵の復元からこのような理論
の証明に至った点は、独創的である。 
 研究内容について具体的に述べると、先ず修士課程に於いて勝川春章の肉筆浮世絵の現状模写を行い、
その後「婦女風俗12ヶ月図」の内の現存する10図についても想定復元模写を行い、肉筆浮世絵並びに勝川
春章についての特徴と魅力について学んできた。これらの実体験を生かして、欠損作品の復元を行う。 1
月の図柄については先行研究や高弟の一人春潮が転用したと見られる版画を参考にし、復元を行った。 3
月の図柄については歌川国芳の補作「潮干狩」を参考に、現存する他の場面との整合性を考慮して復元を
した。参考資料と作家の持つ創作能力を融合させる事こそが、欠損作品を復元する上で大きな意味をもつ。
線描の特徴や絵具の混色・配色等に至るまで想定する事は、現存が確認されていない作品において今まで
不可能とされていた。それを克服する方法としては、ある程度の部分が作家の経験と感に頼らざるを得な
いところにある。そこに積極的に挑戦し結果を残していった点は、今後このような研究の指標ができ意義
がある事である。またこの復元模写が質の高い優れたものに仕上がっている点が、本研究の価値を上げて
いる。この復元模写作品並びに研究が、先行研究として大いに役立つ事を期待したい。 
 文化財保存学の表装についても、鑑賞形態の復元として、江戸時代の知恵を生かした「けんどん式屏風」
という、現在ではあまり見られなくなった表装の復元を行い、「婦女風俗十二ヶ月図」の元の姿を再現し
た事は意義がある事であると共に、2面が消失してしまった根拠についても実装してみせた。 
 本研究は今まで不可能と思われていた領域に積極的に一歩踏み込んだ研究であり、文化財保存学の博士
論文の質を大きく前進させた。今後この様な研究領域が定着する事により、消失してしまった文化財の次
世代への継承が可能になってくる意義は大きい。 
